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　目的　下半身体幹部の整形効果を目的としたガードルの圧迫感や、長期

間着用による性能劣化は、パワーネットの二軸伸長変形下での粘弾性特性

が関係すると考えられる。そのため、ガードル素材の二軸伸長変形下での

応力緩和特性を測定し、着心地と関連づけて考察する。

　方法　弾性糸として従来から用いられてきたポリウレタンの他に、最近

開発されたポリエーテルエステル系弾性糸を使用した生地も含め現在使用

されているガードル素材を全て網羅するように5 5種の試料を収集した。

衣服圧に関する項目として上述した特性を測定し、着用中の時間経過に伴

う衣服圧の変化を予測する。応力緩和特性は、0.1 sec後の荷重を初期荷

重F,j(gf/cm)として、F(t)/F＝-klogt十c，ここでｔは緩和時間、ｋは緩和係

数で、定数c＝l-kである。応力緩和挙動の歪み依存性についても測定した。

　結果　k及びFoは、パワーネットのヴェール、コース方向による異方性、

編み構造による相違が見られ、また、ひずみ依存性が認められ、これらの

係数は、編布のせん断ヒステリシス、引張ヒステリシスと高い相関を持ち、

着用感とも密接な関係を持つことが分かった。

2Na－8 羊毛敷布団わたの繰り返し圧縮による性能変化

　　第４報　圧縮クリープに及ぼす水分の影響
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　　　　　　　　　奈良女大生活環境　丹羽雅子

目的：羊毛敷布団わたの繰り返し圧縮による性能変化を評価するため、第１報、第3報

においてモデル布団を用いた着用並びに着用模疑試験により、ふとんの形態変化をとら

えた。また第２報では、中わたの圧縮特性の特性値化を行なった。本報では、水分率を

変化させた時の圧縮クリープ並びに回復過程を調べ、湿潤状態の物性試験に基づく実用
的な耐久性予測の基礎的知見を得る。

方法：繊維直径、繊維長、クリンプ率を異にする羊毛ふとんわた２種と、比較として木

綿、ポリエステルわたを試料とした。約2gのわたを水分率2%から65%の範囲で調湿し

た後セルにつめ、温度20°C、湿度を15％RH、60% RH、90％RHにコントロールされたク

リープテスターにセットする。 2 kPaの荷重を50分間かけた後、50分間回復させる。同一

試料でこれを５回行い、この間の厚さ変化を記録する。

結果：任意のクリープ時間(t)におけるわたの厚さT(t)をクリープ１分後の厚さTlで規

格化したＴ(t)/TIと加tの関係をあらわすグラフを求めた。　１回目のカーブに２回目以後の

カーブを重ね合わせることができ、各水分率におけるシフトファクターならびに、マス

ターカーブを求めることができた。また繰り返しクリープ試験による残留ひずみは、１

回目に大きく、２回目以降の変化は小さかった。水分が明らかに残留ひずみを増加させ

ることが、特に１回目のクリープ試験結果から顕著にみられた。水分がシフトファク

ターに及ぼす影響は木綿並びにクリンプ率の大きい羊毛により大きくみられた。
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